
12

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
前
年
度
よ
り
40
円
引
き
下

げ
ら
れ
、
月
額
１
４
、
９
８
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
納
付
書
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
４
月
上
旬
に
１
年
分
ま
と
め
て

送
付
し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
も
で
き
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
や
年
金
事
務
所

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
は
２
年
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
５

　
４
月
１
日
、
白
河
地
方
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合
（
以
下
、
広
域

圏
）
に
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一

部
事
務
組
合
（
以
下
、
衛
生
組
合
）

と
白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業

団
（
以
下
、
水
企
業
団
）
が
統
合

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
衛
生
組
合
は
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《
昼
間
初
級
講
座
》

⃝
日
時
　
５
月
14
日
㈪
～
６
月
８

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

⃝
申
込
開
始
　
５
月
１
日
㈫
か
ら

※
先
着
順

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

　　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
し
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
飼

い
主
の
方
に
は
、
事
前
に
「
狂
犬

病
予
防
注
射
申
請
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
裏
面
が
問
診
票
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
注
射
を
受
け
る
際

に
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
日　
▽
白
河
地
域　
４
月

21
日
㈯
～
26
日
㈭　
▽
表
郷
地
域

５
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬　
▽
大
信

地
域　
５
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬　

▽
東
地
域　
５
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

※
会
場
ご
と
の
日
程
は
、
回
覧
文

書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
費
用　
３
、
１
０
０
円
（
注
射

料　
２
、
５
５
０
円
・
注
射
済
票

５
５
０
円
）

※
あ
わ
せ
て
犬
の
登
録
を
行
う
場

合
は
、
登
録
料
３
、
０
０
０
円
が

別
途
必
要
で
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

「
衛
生
課
」
、
水
企
業
団
は
「
用

水
供
給
課
」
と
な
り
ま
す
。
業
務

内
容
や
お
問
い
合
わ
せ
先
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
衛
生
組

合
名
の
「
ご
み
袋
」
等
も
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
事
務
局　
総
務
課
☎
㉒
１
１
４

５　
衛
生
課
☎
㉘
３
５
５
８　
用

水
供
給
課
☎
㉕
５
３
９
５　
　

　　
白
河
の
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

⃝
日
時
　
４
月
21
日
㈯
～
４
月
30

日
㈪
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
内
容
　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
商
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
２
０
０
人
）

《
ツ
ア
ー
》

⃝
日
時
　
４
月
21
日
㈯
／
午
前
９

時
～
午
後
２
時
30
分

⃝
定
員
　
50
人　
※
要
予
約

⃝
参
加
料
　
３
０
０
円

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
２

　　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
に
住
所

を
移
す
場
合
、
特
例
に
よ
り
引
き

続
き
本
市
の
保
険
証
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
場
合
に
は
、
在
学
証

明
書
（
原
本
）
と
被
保
険
者
証
を

持
参
し
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
２

⃝
日
時
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

⃝
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
あ
り
が
と
う

孫
か
ら
教
わ
る　
交
通
ル
ー
ル
」

⃝
運
動
の
重
点
　
▽
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進　
▽
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課
　
内
２
１
６
２
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情 報 館募

集

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
市
内
の
団
体
等
が
自
発
的
に
取

り
組
む
活
動
や
事
業
の
費
用
に
つ

い
て
、
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⃝
受
付
期
間　
４
月
16
日
㈪
～
５

月
31
日
㈭　

⃝
助
成
額　
活
動
や
事
業
に
必
要

な
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
、
50

万
円
が
上
限

⃝
提
出
書
類　
①
補
助
金
等
交
付

申
請
書　
②
事
業
企
画
書　
③
収

支
予
算
書　
④
団
体
等
概
要
調
書

⑤
活
動
実
績
の
分
か
る
資
料
（
会

報
や
チ
ラ
シ
な
ど
）　
⑥
団
体
の

規
約
や
名
簿
な
ど

※
提
出
書
類
の
各
様
式
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
お
よ

び
各
庁
舎
総
務
課
、
各
行
政
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す
。

⃝
提
出
先　
本
庁
舎
地
域
支
援
課

（
２
階
）
ま
た
は
各
庁
舎
総
務
課

に
必
要
書
類
を
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内

一
部
事
務
組
合
統
合

パ
ソ
コ
ン
教
室

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
６
／
各
庁
舎
総
務
課　
表
郷
☎

㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻
２
１
１

１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

　　
市
で
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け

た
住
宅
の
復
旧
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
対
象   

自
ら
居
住
し
、
一
部
破

損
以
下
の
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
で
、
市
税
等
に
滞
納
が
な

い
方
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半

壊
の
住
宅
を
除
く
）

※
平
成
23
年
度
に
補
助
を
受
け
た

方
は
対
象
外　

※
り
災
証
明
が
な
い
場
合
は
、
写

真
等
で
被
害
が
確
認
で
き
る
こ
と

⃝
対
象
工
事
　
住
宅
本
体
の
屋
根
、

壁
、
床
、
基
礎
等
の
修
繕
・
補
修

工
事
で
費
用
が
20
万
円
（
消
費
税

等
を
除
く
）
以
上
の
も
の

⃝
補
助
金
額
　
対
象
工
事
費
の
10

％
補
助
（
上
限
15
万
円
）

⃝
申
請
期
間
　
４
月
23
日
㈪
～
11

月
30
日
㈮
（
平
成
25
年
１
月
31
日

ま
で
に
工
事
が
完
成
す
る
こ
と
）

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２

６
４
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

　
市
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
準
備
が
済
ん
で
い
な
い
高
齢
者

の
み
の
世
帯
に
対
し
て
、
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
非
課
税
世
帯
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
免
除
世
帯
に
対
し
て
は
、

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ

ー
が
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３
９
８

地
域
づ
く
り
活
性
化

支
援
事
業
補
助
金

就
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射

固定資産税の納期限を変更します
　市では、平成24年度固定資産税の第１期・第２期の納期
限を次のとおり変更します。このため、例年４月10日ごろ
に発送している納税通知書は、６月８日㈮に発送します。

※第３期、第４期の納期限は例年どおりです。

税　　目 期　別 本来の納期 変更後の納期限

固定資産税 第１期 ５月１日㈫ ７月２日㈪
第２期 ７月31日㈫ ８月31日㈮

◦土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間も納期限変更に伴い
　変更となります（縦覧期間：６月１日㈮～７月２日㈪）。

問本庁舎課税課　内2130

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
住
宅
の
復
旧
支
援

　すべての企業・事業所を対象に実施
しています。調査票の提出はお済みで
しょうか。まだ提出していない場合は
お早めにお願いします。
　　　　問本庁舎企画政策課　内2328

経済センサスキャラクター

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

春
の
交
通
安
全
運
動

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り
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⃝
会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

問
ド
ウ
☎
０
９
０
︲
４
８
８
５
︲

０
０
７
７

　
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
の
く
に
（
仮
称
）」
で
は
一
緒

に
活
動
す
る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
４
月
25
日
㈬
／
午
前
10

時
か
ら

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
小
会
議
室

（
道
場
小
路
）

問
お
は
な
し
の
く
に
（
仮
称
）
準

備
委
員
会　
小こ

い
そ磯
☎
㉔
３
６
８
８
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の
森
（
大
信
隈
戸
）

⃝
参
加
料　
一
般　
５
０
０
円

※
未
成
年
者
は
無
料

問
大
信
庁
舎
事
業
課
☎
㊻
３
９
７
３

　
春
季
連
合
査
閲
の
た
め
、
４
月

22
日
㈰
午
前
７
時
に
消
防
サ
イ
レ

ン
が
流
れ
ま
す
。
火
災
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
６

　
水
道
に
関
す
る
電
話
で
の
お
問

い
合
わ
せ
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝
料
金
、
閉
・
開
栓
に
関
す
る
こ

と　
☎
㉗
３
２
２
１

⃝
工
事
、
漏
水
、
水
質
に
関
す
る

こ
と
　
☎
㉗
２
５
４
１

⃝
経
理
、
庶
務
に
関
す
る
こ
と　

☎
㉗
３
２
２
２

⃝
日
時　
４
月
17
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
内
容　
義
肢
な
ど
の
処
方
、
診

察
お
よ
び
医
療
相
談

⃝
担
当
医
師　
白
河
厚
生
総
合
病

院
整
形
外
科　
鈴す

ず
き木
幹み

き
お夫
部
長

⃝
持
参
品　
身
体
障
害
者
手
帳
お

よ
び
印
鑑

⃝
申
込
期
限　
４
月
10
日
㈫
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
５

　　
二に

こ胡
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
　
４
月
22
日
㈰
／
午
後
２

時
～
４
時
、
５
月
１
日
㈫
／
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
要
予
約
）

　　　　
平
成
24
年
度
の
集
団
検
診
が
、

５
月
18
日
㈮
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
、
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳
）
の
方
に
、

４
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
送
付
さ
れ
た
方
は
、
実
施
期

間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
国
保
加
入
の
30
歳
か
ら

39
歳
の
方
と
４
月
２
日
以
降
に
国

保
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
を
受
診
希
望
の
方

は
、
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
２

　
本
市
の
最
高
峰
・
権
太
倉
山

（
標
高
976
ｍ
）
の
山
開
き
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
、
大
信
地
域
の
特

産
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

⃝
日
時　
４
月
29
日
㈷
／
午
前
９

時
受
付
・
９
時
30
分
登
山
開
始

⃝
集
合
場
所　
聖
ヶ
岩
ふ
る
さ
と

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

二
胡
無
料
説
明
会

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　桜の開花にあわせて、次の各会場で「白河桜まつ
り」が開催されます。市役所を起点に市内の桜の名
所を巡る「白河さくら巡りシャトルバス」も運行さ
れますので、ご利用ください。
《白河小峰城桜まつり》
◦期　　間　４月21日㈯～22日㈰
  ※川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の甲冑武者行列、姫
　　行列、石垣復旧祈願もちまき大会が行われます。
《南湖公園桜まつり》
◦期　　間　４月７日㈯～５月６日㈰
　※日没時から午後10時まで南湖公園内、翠楽苑前
　　芝生広場の桜をライトアップします。
《松雲寺観音（舟田）しだれ桜まつり》
◦期　　間　４月14日㈯・15日㈰
　※午後６時～８時30分にライトアップします。
《乙姫桜まつり（妙関寺・金屋町）》
◦期　　間　４月14日㈯～22日㈰
《白河さくら巡りシャトルバス》
◦期　　間　４月14日㈯・15日㈰・21日㈯・22日㈰
◦料　　金　無料
◦運行コース　市役所～ＪＲ白河駅～白河小峰城～南湖公園
　　　　　　　　  　問本庁舎商工観光課　内2215

白河桜まつり

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
集
団

検
診
）
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

権ご
ん
た
く
ら
や
ま

太
倉
山
山
開
き

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
大
正
百
年
と
大
阪 

』

市
長
の

手
控
え
帖

学
歴
を
持
つ
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
職
層
が

生
ま
れ
た
。
電
車
を
利
用
し
、
新
聞
・
雑
誌
を
読

み
、
映
画
・
レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
。
同
時
に
民
主

・
自
由
を
求
め
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
花
咲
く
。

こ
れ
は
大
衆
が
自
ら
の
意
思
を
示
し
、
国
を
動
か

す
時
代
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

  

橋
本
大
阪
市
長
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
小
気

味
よ
い
語
り
口
。
絶
妙
な
言
い
回
し
で
問
題
を
提

起
。
意
識
的
に
敵
を
つ
く
り
闘
う
姿
勢
。「
う
ま
い
」

と
感
心
す
る
。
府
と
市
の
二
重
行
政
を
排
し
ム
ダ

を
な
く
す
た
め
に
統
合
す
る
、
と
の
主
張
は
腑
に

ス
ト
ン
と
落
ち
る
。
法
律
の
改
正
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
国
政
に
も
進
出
す
る
と
の
こ
と
。
事
は
簡
単

に
運
ぶ
と
は
思
え
な
い
が
、
見
事
な
役
者
振
り
。

真
の
改
革
者
か
ど
う
か
こ
れ
か
ら
真
価
を
問
わ
れ

ま
す
。
今
、
大
阪
が
面
白
い
。
難な

に
わ波
の
地
は
古
く

か
ら
京
都
・
奈
良
と
結
ば
れ
、
外
に
開
か
れ
た
経

済
の
ま
ち
。
鉄
砲
を
扱
い
財
を
な
し
た
大
商
人
が
、

茶
の
湯
を
高
め
一
流
の
文
化
人
の
顔
も
持
つ
。
旺

盛
な
事
業
欲
と
自
由
な
精
神
は
政
治
権
力
を
嫌
う
。

当
然
の
ご
と
く
信
長
・
家
康
は
人
気
が
な
い
。
例

外
は
大
阪
を
大
き
く
し
た
太
閤
さ
ん
。
大
ら
か
な

気
風
は
進
取
に
富
む
経
済
人
を
生
む
。

   

阪
急
電
鉄
を
興
し
た
小
林
一い

ち
ぞ
う三
と
い
う
事
業
家

が
い
た
。
大
都
市
で
は
急
速
な
工
業
化
に
よ
り
、

新
た
な
職
業
と
価
値
観
を
持
つ
中
産
階
級
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
小
林
は
見
逃
さ
な

か
っ
た
。
工
場
の
立
ち
並
ぶ
中
心
地
か
ら
郊
外
へ

路
線
を
伸
ば
す
。
沿
線
に
住
宅
地
を
造
成
し
分
譲

す
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
こ
れ
を
ロ
ー
ン
で
買
い
、

電
車
で
都
心
に
通
う
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
デ
パ
ー

ト
を
つ
く
る
。
鉄
道
を
起
点
と
し
て
、
都
市
開
発

と
流
通
事
業
を
一
体
的
に
行
い
相
乗
効
果
を
あ
げ

る
と
い
う
卓
抜
し
た
構
想
。
時
代
を
見
抜
く
眼
力

と
実
行
力
で
、
そ
の
後
の
私
鉄
の
経
営
モ
デ
ル
を

   

大
震
災
か
ら
一
年
、
犠
牲
者
の
追
悼
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
依
然
、
苦
難
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

復
興
の
確
か
な
一
歩
を
刻
む
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

双
葉
地
方
は
将
来
の
姿
を
描
け
ず
苦
悩
し
、
中
間

貯
蔵
施
設
の
場
所
も
確
定
で
き
な
い
。
こ
れ
が
原

因
で
、
土
砂
の
仮
置
場
も
決
ま
ら
ず
、
除
染
も
進

ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
か
住
民
の
ご

理
解
を
得
て
仮
置
場
を
整
備
し
、
市
内
の
除
染
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
事
な

こ
と
は
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
。
三
菱
ガ
ス
化
学

の
用
地
造
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
く
企

業
の
誘
致
や
地
元
企
業
・
農
業
へ
の
支
援
を
通
し

て
、
雇
用
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

  

今
年
は
、
明
治
天
皇
が
明
治
45
年
７
月
29
日
崩

御
さ
れ
、
大
正
と
改
元
し
て
１
０
０
年
で
す
。
大

正
は
15
年
に
も
満
た
な
い
短
い
御
世
で
し
た
。
維

新
の
大
業
を
経
て
、
近
代
国
家
建
設
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
走
り
ぬ
け
た
明
治
。
世
界
的
恐
慌
と

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
破
局
へ
向
か
う
昭
和
。
大
正
は
、

二
つ
の
怒
涛
の
時
代
の
狭は

ざ
ま間
に
あ
っ
て
い
ま
ひ
と

つ
印
象
が
少
な
い
。

　
し
か
し
、
よ
く
眺
め
る
と
、
政
治
的
に
も
文
化

的
に
も
大
き
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
日
清
・
日

露
の
戦
い
を
制
し
「
一
等
国
」
と
な
っ
た
自
信
と

驕き
ょ
う
ま
ん慢
が
同
居
。
新
聞
の
拡
張
と
ラ
ジ
オ
の
誕
生
に

よ
る
大
衆
社
会
の
到
来
。
貧
富
の
差
と
社
会
主
義

の
登
場
。
女
性
の
存
在
感
の
高
ま
り
。
明
治
と
い

う
「
重
し
」
が
取
れ
、
伸
び
や
か
な
、
し
か
し
ど

こ
か
軽け

い
ち
ょ
う佻
な
雰
囲
気
。
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、

つ
く
っ
た
企
業
家
魂
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
大
正
時

代
に
は
、
阪
急
の
ほ
か
南
海
・
阪
神
・
京
阪
・
近

鉄
の
五
社
が
あ
り
、
競
い
あ
っ
て
い
た
。
大
阪
は

「
私
鉄
の
ま
ち
」
で
し
た
。

  

も
う
ひ
と
つ
は
文
化
の
力
に
着
目
し
た
こ
と
。

小
林
は
宝
塚
に
「
誰
で
も
楽
し
め
る
健
全
な
国
民

劇
」
を
目
指
し
劇
団
を
つ
く
っ
た
。
し
か
も
少
女

だ
け
の
劇
と
い
う
奇
抜
さ
。
こ
こ
は
実
力
と
努
力

で
し
か
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
に
な
れ
な
い
厳
し
い
世
界
。

鍛
え
ら
れ
た
演
技
と
歌
唱
力
、
あ
で
や
か
な
衣
裳

で
夢
の
世
界
へ
引
き
寄
せ
る
。「
す
み
れ
の
花
が
咲

く
頃
」
の
舞
台
か
ら
、
越
路
吹
雪
・
乙
羽
信
子
・

天
海
祐
希
・
檀
れ
い
、
ら
多
く
の
ス
タ
ー
が
生
ま

れ
て
い
る
。
宝
塚
歌
劇
は
小
林
の
最
大
の
遺
産
か

も
し
れ
な
い
。

  

阪
急
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
阪
神
が
甲
子
園
球

場
を
つ
く
り
、
全
国
中
等
野
球
の
メ
ッ
カ
に
し
た

の
も
大
正
。
今
や
故
郷
と
母
校
の
栄
誉
を
か
け
国

民
が
熱
狂
す
る
。
宝
塚
や
中
等
野
球
の
新
し
い
文

化
は
、
大
正
と
い
う
時
代
に
、
大
阪
の
私
鉄
沿
線

で
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
支
え
た
の
は
大
阪

毎
日
と
大
阪
朝
日
。
共
に
１
０
０
万
部
と
い
う
驚

異
的
な
部
数
を
有
し
、
や
が
て
東
京
へ
進
出
、
全

国
紙
と
な
っ
た
。
大
阪
は
「
新
聞
の
ま
ち
」
で
も

あ
っ
た
。
大
正
末
に
は
、
大
阪
市
の
人
口
が
東
京

市
を
上
回
っ
た
。「
民
の
都
」
大
阪
は
大
正
時
代
最

も
光
り
輝
い
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
り
恐

慌
と
軍
靴
の
響
き
と
と
も
に
、「
帝
の
都
」
東
京
の

存
在
が
大
き
く
な
っ
た
。

  

戦
後
は
東
京
に
全
て
が
集
中
す
る
い
び
つ
な
姿

と
な
り
、
地
方
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
し

か
し
関
西
で
は
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
す
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
地
下
水
脈
を
通

し
て
地
方
復
権
の
う
ね
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

白
河
も
こ
れ
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


